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アセチレン化合物である2- ブチンー 1 ， 4- ジオールが選ばれた。内容は特殊な微生物の作用による 2-
プチンー 1 ， 4- ジオールからの種々な代謝産物とその脱水素酵素に関したもので二編と総括とからなる。
第一編は， 2- プチンー 1 ， 4- ジオール資化性菌による 2- ブチンー1 ， 4- ジオールからの種々な代謝生産
物の単離と同定に関するもので四章からなっている。
第一章においては，分離した細菌 BD34はグルコースを資化できず\無胞子で極毛を有しており，
2- ブチンー 1 ， 4- ジオールから γ ヒドロキシテトロール酸とジプチルフタール酸を生成することを述べ
た。
第二章においては， 3%濃度の2- ブチンー 1 ， 4- ジオールを唯一の炭素源としてよく生育する不完全菌
Bll を分離し Fusarium merismoides の一菌株と同定した。さらに種々のグリコール類からのそれぞ
れに相当する酸の生成およびアクリル酸，フマール酸からそれぞれかヒドロキシプロピオン酸，リン
ゴ酸の生成につき論じた。
第三章においては， B11菌株による2- プチンー 1 ， 4- ジオールからの生産物のなかで抽出および分取
薄層クロマトグラフィーにより単離できた 5 種の化合物につき構造決定を行った。そしてこれらをマ
ンニトール，アセチレンジカルボン酸，アセチレンジカルボン酸と 2- プチンー 1 ， 4- ジオールとのエス
テル，そのアセチル化物およびシスーアコニット酸と同定した。
第四章においては，さらに分取ガスクロマトグラフィーにより精製，分離した 3 種の化合物につい
て同定を試み，これらが2 ， 4 ， 6- トリケトスペリン酸， 2 ， 4 ， 6 ， 8- テトラケトセパシン酸およびフタール
つ』? ?qδ 
酸であることを明らかにし，このポリケタイド類とフタール酸生成との関係について論じた。
第二編は Bll菌株の2- アルキンー 1-オール脱水素酵素の精製とその性質に関して論じたもので、二章か
らなっている。
第一章においては，本酵素は2- プチンー 1 ， 4ージオールにより強く誘導されて生成すること，および
他の種々な微生物菌株にみられない特異な酵素であることなどを論じた。
第二章においては，この酵素を精製，超遠心的に単ーな酵素とし，その酵素的，蛋白質的性質につ








本論文は，石油化学製品の一物質である2- ブチンー 1 ， 4- ジオールに対しての微生物の作用能力を研
究したものである。まずかプチンー1 ， 4- ジオールを唯一の炭素源として生育し得る微生物の分離に成
功し，これらの分離菌株がこの化合物から γ ヒドロキシテトロール酸，アセチレンジカルボン酸， 2 ，
4 ， 6- トリケトスペリン酸， 2 ， 4 ， 6 ， 8- テトラケトセパシン酸，フタール酸わよびそのエステルなどを生
成することを見出している。ポリケト酸およびフタール酸の生成は予想外の発見であり，芳香族化合
物の新しい生合成機構を示唆している。また2- プチンー 1 ， 4- ジオールなどによく作用する2-アルキンー
トオール脱水素酵素の発見は酵素化学の面にも重要な知見を与えている。
これらの結果は醗酵基礎学としての微生物学および生化学の分野に大きく貢献するのみならず，微
生物の応用分野の発展に寄与するところも大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認
める。
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